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簡易容器を使用したオニバスの発芽観察2.

久 米  修*

はじめに

オニバスの種子の複数年に渡る発芽試験については， 

橋 本 （1992)の詳細な報告がある.また，波 田 (1993) 

や尾崎ら（1995)の報告もあり，資料の蓄積が進んでい 

る.筆者は先に，簡易容器で栽培したオニバスの発芽状 

況について，栽培途中4年間までの経過を報告した（久 

米，1988).この度筆者は，先の報告と同様の手法で新 

たに継続的な種子の発芽状況を観察したので，その経過 

を報告する.

栽培の方法

栽培に使用したォニバスの種子は，丸亀市川西町南剣 

来 「八丈池」（ォニバス池Nd20)で1987年 10月 4 日，同 

じ個体から2 個の果実を採取した.この果実から種子を 

取り出し，付着している仮種皮を取り除いて同じ栽培容 

器に果実を区別せずに投入した（表 1 ) . 種子が形成さ 

れておらず，仮種皮だけからなる‘しいな’は廃棄した.

栽培条件は久米（1988)と全く同様で，使用した容器 

は縦横15cm,深さ22cmのガラス容器である.置き場所は， 

1993年までは鉄筋コンクリート製アパートの3 階べラン 

ダで，1994年からは木造家屋の庭の地面に置いた.いず 

れの場所も南東向きで，遮蔽物がほとんど無いため終日 

日当たり良好である.ガラス容器には，培養土の類は何 

も入れず，ォニバスの種子だけを投入した.水は，常時 

7分目から満水を保つ様に捕給し，汚濁しても取り替え 

なかった.

表 1 八丈池産オニバスの種子数.

果 実

畨 巧

果 実 寸 法 （cm)
種 子 数

仮種皮のみ

のしいな縦 長 横 幅

1 6.5 5.8 42 15
2 6.0 5.6 43 10

計 一 — 85 —

※ 縦長は果実のがく片部分を除いたもので，横幅は 

刺針を除いたものである.

種子の状態は各年の12月末に検定し，発芽孔の健全な 

ものを休眠種子とし，発芽孔の蓋が取れているものは種 

子を切断して状態を確認した.この時，容器の清掃と共 

に水を入れ替え，休眠種子については，種子表面に付着 

した藻類等の異物を発芽孔を傷付けないよう注意深く布 

で拭き取った.事故種子とは， この拭き取り時に発芽孔 

を傷付けてしまったものである.発芽種子とは，当該年 

に胚軸が発芽孔から出た段階以上の発芽をしたものを言 

い，生育途中で枯死したものも含むものとする.腐敗種 

子とは発芽しないまま腐敗したものを言う.

栽培経過と考察

オニバス種子の発芽観察は，種子採取翌年の1988年か 

ら休眠種子の無くなった1995年までの8 年間について行 

なった.観察の頻度は，随時観察が可能なことから，在 

宅時にはほぼ毎日点検することが出来た.

表 2 に栽培の経過をとりまとめた.図1に累積発芽率， 

累積腐敗率，休眠率の推移を示した.

8年間に発芽した種子の割合は，全種子に対して49.4 

% とほぼ半分であった.8年間の平均発芽種子数は5.3 

個であり，各年の平均発芽率にすると6.2%であった.

各年の発芽率の推移を見ると，高い発芽率の年が1年だ 

け見られる一方，未発芽の年が2年あり，残り 5年の発 

芽率は低t、率でほぼ類似していた.累積発芽率の推移は， 

1993年まではほぼ一定割合で増加しているが，1994年に 

急激に増加していた.この発芽率の高い1994年は，偶然 

ではあろうが，記録的な少雨の年であり，住居の移転で 

栽培容器を移動した年である.

8年間に腐敗した種子の割合は全種子に対して42.4 %  

であり， 8年間の平均腐敗種子数は4.5個で，各年の平 

均腐敗率にすると5.3%であった.累積腐敗率の推移は，

ほぼ直線的に一定割合で増加していた.

休眠率の推移は，ほぼ放物線状に逓減していた.

発芽の時期は，主として4 〜 8 月であり，最盛期は5 

月下旬から7 月中旬であった.例外的にも2 月下旬と12
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表 2 オニバス種子の発芽経過

年
発 芽 種 子 数 腐 敗 種 子 数 事 故 種 子 数 休 眠 種 子 数

個数 % 個数 % 個数 % 個数 %

1988 0 0 0 0 85 100

1989 6 7.0 1 1.2 78 91.8

1990 3 3.5 10 11.8 65 76.5

1991 2 2.4 5 5.9 58 68.2

1992 2 2.4 5 5.9 1 1.2 50 58.8

1993 5 5.9 3 3.5 2 2.4 40 47.0

1994 24 28.2 8 9.4 4 4.7 4 4.7

1995 0 0 4 4.7 0 0 0 0

合計 42 49.4 36 42.4 7 8.2 — —

図 1 ォニバス種子の栽培経過

O - ®  : 累積発芽率，□…•□:累積腐敗率, 

V --V  : 休眠率

月-ド旬に胚軸が見られる段階の発芽が3例あったが，い 

ずれもその後枯死して正常な発育はしなかった.橋本 

(1992)の試験結果もほぼ同様に,5 〜10月に発芽し， 

初夏から夏にかけて最盛期を迎えると報告している.

橋 本 （1992)による13個の果実別の5年間の栽培試験 

によると， 5年間の発芽率は， 8 個の果実が80%以上で 

あり，50%以下の発芽率は3 個であったと言う.--方， 

筆者の行なった今回の栽培試験では2個の果実を区別せ 

ず種子を混合したが，発芽率は50%以下で低かった.こ 

の違いは，今回の試験では腐敗した種子が4割ほどあっ 

た事と，栽培条件の差によるものと思われる.

今回の試験結果では，通常年は種子の発芽率は低率で 

ほぼ一定しているが，ある年高率で発芽する特異年が見

られた.この高発芽率の特異年は，橋 本 （1992)の試験 

結果にも見られ，13群の観察対象について5年間の内何 

時かの年において，通常年よりも高発芽率となる特異年 

が観察されている.また波田（1993)は，栽培 2年目の 

発芽が最多であり，それ以後の年の発芽は少ないとして 

いる.同様に尾崎ら（1995)による鉢栽培結果では，播 

種翌年よりも2年目に倍近い発芽率を示している•これ 

らのことから，オニバス種子の長期的な発芽経過につい 

ては，毎年定率で発芽を継続すると言うよりも，通常年 

は低い発芽率で推移し，ある特異年に高発芽率となる事 

が想定される.この特異年がどの様な条件で生じるのか 

は今後の検討課題である.なお今回の結果では，種子の 

腐敗がほぼ毎年一定割合で進行していた.毎年一定割合 

で種子の腐敗が起こるとすれば，特異年が遅く起こるよ 

りも早く起こる方が，相対的に総発芽率が高くなる可能 

性が大きいことになる.
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